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要旨：継続的自律外国語学習において、自らの外国語学習をどのように評価し、どのように修正す
るかといった課題は非常に重要である。その中でも、自己評価は学習者にとっても指導する側にと
っても最も難しい課題である。本稿では、言語教育で大きな注目を集めている Can-do Statement を
用いた自己評価に関する課題と限界を提示し、Sakata & Fukuda（2012）および Sakata & Fukuda（2016）
が用いている「自己評価パッケージ」ついて解説を行う。同パッケージは、Can-Do Statement の限
界を補完するために、継続的自律学習の基盤となる学習方略上のポイントをまとめた自己評価用紙
を使用しており、不安傾向の高い学習者や外国語学習に自信をなくしている学習者を含む多様な学
習者に対応できるようになっている。 
 
キーワード：継続的自律外国語学習、自己評価、Can-do Statement、CEFR、学習方略 
 
１. はじめに 
ここ 10 年ほどの間で外国語教育に最も大き
な影響をもたらしたものの一つとして、CEFR
（The Common European Framework of Reference 
for Languages）を挙げることができる。CEFR は、
欧州評議会（Council of Europe）が 2001 年に公
開した評価尺度で、「ヨーロッパにおける外国
語教育の向上のために、第二言語の使用、教育
方針や学習者の達成度など、様々なことについ
て共通の理解を持とう」（Dunlea, 2012）という
目的のもとに作成されたものである。EU では
2000 年頃から高等教育における質の保証が問
われ始めたこと（OECD, 2005）、その流れの中
で EU という複数の言語が存在する環境下にお
ける学生の移動と生涯教育を促進することを
目的としたエラスムス計画（注 1）が展開され
ていることを考えれば、ある学生が共通言語で
ある英語やその他の言語間でどの程度の能力
を有しているのかを評価する共通の枠組みが
必要となるのは当然のことであったと考えら
れる。 
英語のみであれば、たとえ TOEFL や IELTS
であってもお互いの相関関係を基にある程度
レベルを想定することが可能であると思われ
るが、英語とフランス語のような異言語間とな
るとその評価は非常に難しいものとなってし
まう。たとえば、現在の EU においては、同一
大学内でも英語や現地語の複数言語で提供さ
れている学位取得プログラムが展開されてい
る場合が増えており（Maiworm & Wächter, 2014）、
その場合に要求される言語能力として、「現地
語で提供されるプログラムには高いレベルを
設定し、英語でのプログラムには低いレベルを
設定する」ことは、質の保証という観点からみ
ると、決して好ましいとは言えない。また、英
語以外の異言語間でも同じことで、「ドイツ語
で提供する学位プログラムには高い言語能力
を要求するが、オランダ語でのプログラムには
さほど高い言語能力を要求しない」といったこ
とは、やはり教育の質保証という観点からみれ
ば好ましいものではない。このような背景もあ
り、現在 CEFR は、EU をはじめとする世界各
地で言語教育における共通尺度として利用さ
れているのである。 
CEFR の中核を成すものは、Can-Do Statement
と呼ばれる「できるリスト」であり、Basic User
（初級レベル）とされる A1、A2 レベル、
Independent User（中級レベル）とされる B1、B2
レベル、最も高い Proficient User（上級レベル）
とされる C1、C2 レベルの学習者が、当該外国
語を用いてできる活動項目を、リスニング、リ
ーディング、ライティング、スピーキングの 4
つの言語スキル別にリスト化したものである。
このリストは、たとえば「A1 レベルの Listening
を有する学習者は〇〇〇ができる」といったよ
うに、各レベルに設定されているスキルごとに
1 つの Can-do Statement を対応させている場合
もあるが、教師や学習者が場面や状況などに応
じ て 選 択 で き る よ う に 複 数 の Statement
（Descriptor を称されることもある）を対応させ
ている場合も多く、教師が学習者のレベルに合
った教材やタスクを作成する際に用いる（投野, 
− 14−
15 
 
2013）だけでなく、当該学期における授業の到
達目標を設定する際にも参照することができ
るように設計されている。また、 Can-Do 
Statement は、学習者が自らのレベルを自己評価
し、次のレベルに向かうためのレベルと方向性
を決める際に非常に重要な参考資料となるも
のであり（島田, 2010; 長沼, 2008）、本稿のテー
マである外国語学習における自律性を高める
上で重要な役割を果たすものと考えられる。 
このように、CEFR および Can-Do リストは言
語教育・学習における重要なツールとして、今
後も大きな影響を与え続けるであろう。英語教
育では、投野（2012）をはじめとする研究チー
ムが CEFR に準拠した CEFR-J の作成および
Can-Do リスト Statement の作成を精力的に進め
ており、日本における英語テスト産業（英検、
TOEIC、ベネッセなど）も Can-Do Statement へ
の対応を進めている。日本語教育においては、
国際交流基金が中心となり「JF 日本語教育スタ
ンダード」（国際交流基金, 2015）、「みんなの
Can-Do サイト」（国際交流基金, 2011）などを開
発・運営しており、世界各国で展開されている
日本語教育での枠組みを CEFR に基づき提供し
ている。 
今後も CEFR および Can-Do Statement は日本
における外国語教育に大きな影響を与えてい
くことになると思われるが、本稿のテーマであ
る自律外国語学習支援に対しては、島田（2010）
や長沼（2008）が述べるように、学習目標の設
定および自己評価という点で活用できる可能
性は非常に高い。事実、日本語教育では Can-Do 
Statement を学習者の自己評価のために用いた
実践が多く発表されており、坂野＆大久保
（2012）にも見られるように、Can-do Statement
を利用することにより各個別のスキルだけで
なく、当該言語を学ぶこと自体に対する自己評
価が高まり、結果として自己の外国語能力をよ
り肯定的に評価し、学習動機の向上などの効果
を見出すことが期待できると思われる。 
しかしながら、Can-Do Statement は外国語学
習における「魔法の杖」であるというわけでは
ない。確かに、自己評価は自律学習の中核を成
すものであり、自律学習を実践する際に最も難
しいものであると考えられるが、必ずしも
「Can-do Statement を使えば外国語学習に対す
る自己評価が向上し、学習動機も UP する」と
いうわけでないのは明らかであり、学習者が実
際に自己評価を行う上で何かしらの工夫をす
ることがなければ、その教育的効果を十分に発
揮させることは難しいであろう。 
では、「そのための工夫は何か？」ということ
がここで問題となるわけであるが、その一例と
して今回は Sakata & Fukuda（2012）が紹介して
いる自律学習支援に関する実践を基に、実際の
外国語教育現場で学習者の自己評価力を高め
るために Can-Do Statement を効果的に活用する
ための工夫について紹介することとする。以降、
（１）Can-Do Statement を自己評価ツールとし
て用いる際の基本的な限界についての考察を
行い、（２）その限界を補完する「継続的自律学
習自己評価ワークシート」について概略をまと
め、（３）Can-Do Statement と自己評価ワークシ
ートを組み合わせた具体的な指導実践例につ
いて紹介することとする。 
 
６. Can-Do Statement とその限界 
まずは、実際の Can-Do Statement を別紙資料
1 に提示する。ここでは、例として日本英語検
定協会が作成した「英検 Can-Do リスト」（日本
英語検定協会, 2006）を基に Can-Do Statement の
限界について説明することにする。 
 
2.1．パフォーマンス評価としての Can-Do 
Statement 
実際に例として挙げている Can-Do Statement
を見ると、その名が表すように「あるレベルの
コミュニケーション行為やタスクを実行する
ことができる」といった表現が使用されており、
基本的には「設定されたレベルのタスクを学習
者が実行することができるのか」という、学習
者のパフォーマンスに基づく自己評価となっ
ていることが分かる。 
パフォーマンス評価は、「ある特定の文脈の
もとで、さまざまな知識や技能などを用いなが
ら行われる、学習者自身の作品や実演（パフォ
ーマンス）を直接に評価する方法」（松下, 2012）
であり、基本的には学習者が最終的にアウトプ
ットした作品や成果を基に評価する方法であ
る。パフォーマンス評価では、評価の対象とな
る分野（例えば「批判的思考」、「口頭コミュニ
ケーション」など）で必要とされる能力（スキ
ル）を「内容×レベル」という 2 次元のルーブ
リック表に記述し、その記述を基に学習の評価
を行うことが多い。 
例えば、松下（2012）で紹介されている批判
的思考に関する評価ルーブリックを見ると、
「自らの批判の根拠となる証拠（エビデンス）
をどの程度使いこなすことができるか」に関し
て以下の表 1 に示すような 4 レベルで記述をし
ており、そこでの記述を参照しながら学習者や
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教師が現状における学習到達度について評価
ができるようになっている。 
 
表 1：エビデンスに関するルーブリック評価 
レベル 記述 
ベンチマーク 1 
解釈や評価なしに情報
を取得している。専門
家の視点を、批判する
ことなく事実として取
り上げている。 
マイルストーン 
2 
ある程度の解釈や評価
を伴い情報を取得して
いるが、首尾一貫した
分析・統合を行うには
不十分である。専門家
の視点を、批判するこ
となく、ほとんど事実
として取り上げてい
る。 
3 
首尾一貫した分析や統
合を行うための情報
を、十分な解釈や評価
を伴い取得している。
専門家の視点を批判的
にとらえることができ
る。 
キャップストー
ン 4 
包括的な分析や統合を
行うための情報を、十
分な解釈や評価を伴い
取得している。専門家
の視点を完全に批判的
にとらえている。 
 
ここで、別添資料に提示している英検 Can-Do
リストを見てみると、級別に記述されているこ
とを除けば、基本的にはパフォーマンス評価で
用いられるルーブリックと同じであることが
分かる。 
例えば、準 1 級と 1 級のスピーキングで共通
している「電話での会話場面」に注目すると、
準 1 級では「簡単な内容であれば、電話で用を
足すことができる（歯医者や美容院の予約な
ど）」と記述されている一方で、1 級では「幅広
い内容について、電話で交渉することができる
（予定の変更、値段の交渉など）」と記載されて
おり、準 1 級と 1 級の間で内容の幅広さと複雑
さ、ならびに実行できるコミュニケーション行
為においてかなりのレベル差があることが伺
える。これはすなわち、電話での会話の場合、
準 1 級では「病院や美容院などの予約」といっ
た比較的簡単なタスクを完了すための言語能
力を有していることが求められるが、1 級では
それよりも複雑な「予定の変更や値段に関する
交渉」といったコミュニケーション行為を実行
できるだけの高い言語能力が求められている
ということであり、同じ「電話での会話」とい
う場面でも級によって求められるスキルレベ
ルが異なることが分かる。 
このように英検 Can-Do Statement を見ていく
と、パフォーマンス評価におけるルーブリック
と同じように、「内容×レベル」という 2 次元的
な視点に基づき各級に求められる能力の記述
を行い、各学習者の言語能力を評価するための
ガイドラインを提示していることが分かる。 
 
2.2．継続的自律外国語学習におけるパフォー
マンス評価および Can-Do Statement の限界 
Can-Do Statement とルーブリックを用いた評
価が非常に似通っていることは先に述べたと
おりであるが、学習に対する効果・影響という
点でもお互いに共通する点が多い。 
表 1 ならびに別添資料 1 で提示されている各
レベルの記述は、実のところ、学習者が今現在
到達しているレベルでできることを提示して
いるだけでなく、「次のレベルに到達したらど
のようなことができるようになるのか」といっ
た将来の学習に対する見通しを提示し、次レベ
ル以降の学習を構築していく上での学習の道
筋も同時に提示しているものであると考えら
れる。 
これまで一般的に行われてきた自由記述以
外の自己評価では、教師や学習者が事前に設定
した学習を行う上でのポイントを基に、自らの
達成度を自己評価することが多かったと思わ
れるが、Can-Do Statement やルーブリック評価
の場合には、その学習における重要ポイントが
レベル別に記述されていることから、自己評価
を行う学習者の立場からすれば、今の学習に対
する評価だけでなく、今後の学習に対する方向
性を示してくれるものとなっているわけであ
る。 
例えば、批判的思考に必要な証拠（エビデン
ス）に関して初歩的（ベンチマーク）レベルに
いる学習者を考えてみると、未だ「解釈や評価
なしに情報を取得している。専門家の視点を、
批判することなく事実として取り上げている。」
（表 1 参照）という段階にあると考えられる。
この学習者が表 1 に示す評価ルーブリックを使
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った自己評価を行った場合、例えば（１）「現状
においては、自分は専門家の意見などを批判す
ることなく受け入れている状況にある」という
ことだけでなく、（２）次のレベル（マイルスト
ーンレベル 1）に進むためには、入手した情報
に対する「解釈や評価」が必要であること、さ
らには（３）今後、批判的思考を高めていくた
めには、入手した情報を「解釈・評価」するだ
けでなく、「首尾一貫した」、「包括的な」分析や
統合も同時に必要である、といった学習の見通
しや方向性を確認することもできるのである。 
このように、Can-Do Statement やルーブリッ
ク評価を用いることにより、現状のレベルだけ
でなく、今後の学習に関する見通しや方向性を
提示することが可能となるわけであるが、必ず
しもこれらの評価ツールが学習者にとって常
にプラスであるというわけではない。 
例えば、先に挙げた「電話での会話」という
場面を考えてみると、準 1 級では電話での予約
などの比較的簡単なタスクを完了できれば良
かったが、1 級では予定の変更や価格交渉など
の複雑なタスクを完了するための高い言語能
力が求められることから、準 1 級と 1 級で求め
られる能力の差はかなり大きいと考えられる。
この大きな能力差を乗り越えていかないと目
標とする次のレベル（この場合は英検 1 級）に
到達しないわけであるが、あまりにレベル間の
格差が大きいと学習者の気持ちが萎えてしま
い、チャレンジすることをあきらめ、いわゆる
学習性無力感（Learned Helplessness）（Diener & 
Dweck, 1978）による学習の停滞が起こりうると
考えられる。目の前にある大きな山を見て、「登
ろう！」と思うか「やっぱりやめよう」と思う
かは、その山を見ている学習者本人の性格傾向
や文化背景が大きな影響を与えていると考え
られるが、不安傾向の高い学習者の場合や日本
人学習者のように将来の不確実性に対する回
避傾向が高い（ホフステード, 2000）場合にはか
えって学習が停滞してしまい、最終的には外国
語学習自体を放棄してしまう可能性も高くな
ると考えられる。 
ここで、ルーブリックや Can-Do Statement に
示される各レベルの記述を見ると、レベル間に
おける能力差が決して均等に設定されている
とは言い難いことが分かる。例えば、表 1 に示
すルーブリックを見ると、エビデンスの利用に
関しベンチマーク（レベル 1）からマイルスト
ーン（レベル 2）に到達するには、入手した情
報に「ある程度の解釈や評価」を加えれば良い
が、マイルストーン（レベル 2）からレベル 3 に
上がろうとする場合には、入手した情報に「十
分な解釈や評価」を加え、なおかつ「専門家の
視点を批判的にとらえる」ことが求められる。
さらに、マイルストーン（レベル 3）からキャ
ップストーン（レベル 4）に進むためには、自
らの「十分な解釈や評価」を基に「専門家の意
見を完全に批判的に捉え」、情報の「包括的な分
析や統合」を行うことも求められるのである。
レベルが高くなればなるほどより高度な能力
が求められ、初歩的レベルと比較すればこなせ
るタスクの抽象度もより高くなるのは至極当
然のことであると思われるが、このレベル間の
不均衡な格差と先に述べた学習性無気力感に
よる外国語学習の停滞可能性を併せて考えて
みると、Can-Do Statement やルーブリックを外
国語学習に活用することで、例えば、初歩的レ
ベルでは学習性無気力感のような危険性を回
避できても、さらに上のレベルにステップアッ
プしようとすると、先の見通しを立てることが
できず、かえって学習が停滞してしまう可能性
も考えられる。 
学習者は多様であり、先の見通しを提示する
ことで「よしやろう！」とやる気を高めていく
学習者もいれば、「次のレベルに進むために必
要なことは分かったけど、自分にできるかなぁ
…」と不安を感じる学習者もいることは確かで
ある。特に、自律的外国語学習においては、学
習者自身がどのように評価結果を受け止める
か、またその評価結果に基づきこれから先の学
習の見通しをどの程度立てていくことができ
るのかという課題は非常に重要な意味を持つ。
確かに、自律外国語学習の評価ツールとして
Can-Do Statement やルーブリックを用いること
で、これから学習者が進むべき方向性や学習の
見通しが明示化されるということ自体非常に
有益であると考えられるが、それだけでは十分
に学習者の自律的外国語学習を後押しするこ
とにはならないと思われる。 
誰しも何か新しいことができるようになり、
そのことを自他共に認めることができるよう
になるには、かなりの時間が必要である。外国
語学習に関しても同じであり、どんな人でも
「勉強している外国語を使ってフィットネス
クラブへの電話予約ができるようになった」と
自信を持って言えるようになるにはかなりの
時間が必要であり、決して一朝一夕に予約がで
きるようになるわけではない。ましてや、外国
語学習に不安を感じたり、自信をなくしたりし
ている学習者の場合は、「予約がちゃんとでき
るようになった」と自分の学習をポジティブに
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評価できるようになるまでには普通の学習者
よりも長く時間がかかると考えられる。 
特に、出来上がった成果物を基に学習の評価
を行うことを基本とするパフォーマンス評価
や Can-Do Statement では、例えば「簡単な内容
であれば、電話で用を足すことができる（歯医
者や美容院の予約など）」という評価ガイドラ
インに対し、「予約がちゃんとできるようにな
った」と自信を持って評価ができるようになっ
て初めてレベルが上がったと自己評価できる
わけだが、先に述べた外国語学習に不安を感じ
たり、自信をなくしたりしている学習者の場合
は、このような評価ができるまでにかなりの時
間が必要であると考えられ、最終的には「どう
せ自分は頑張っても次のレベルには上がれな
いんだ」という無力感を学習してしまう可能性
も考えられる。 
では、このようなネガティブな可能性を出来
るだけ回避しながらも、Can-Do Statement の持
つ可能性を最大限に活用し、より多様な学習者
に有効な自己評価を行うためにはどのように
したら良いのだろうか？ここでは、Sakata & 
Fukuda（2012）で使用している「継続的自律学
習自己評価ワークシート」と Can-Do Statement
を組み合わせた自己評価パッケージを紹介し、
自己評価を指導する際の具体的方法について
考察を加えることとする。 
 
７. 「継続的自律学習自己評価ワークシート」
の概要とその実践 
 
3.1．きめ細やかな自己評価への対応 
先にも述べたように、学習者は多様であり、
クラスの中には外国語学習に不安を感じたり、
自信をなくしたりしている学習者もいる。それ
らの多様な学習者に対しても有効な自己評価
パッケージを開発するには、（１）Can-Do 
Statement における場面・スキル（例えば、「電
話での会話」や「批判的思考におけるエビデン
スの活用」など）やレベルを増やし、よりきめ
細やかな評価ができるようにする、（２）Can-Do 
Statement 以外に、よりきめ細やかな評価ができ
るような評価用紙を作成し、学習の成果・結果
だけでなく、現在行っている外国語学習の変
化・経過についても評価できるようにする、な
どの方法を考えることができるであろう。 
以降、紹介する Sakata & Fukuda（2012）およ
び Sakata & Fukuda（2016）の実践（注 3）では、
Can-Do Statement 自体を細分化するというより
も、（２）に挙げたような、外国語学習の変化・
経過を確認するための用紙を作成し、日々の学
習の変化を細やかに評価できるようにするこ
とで、Can-Do Statement のリスクを補完する実
践を行っている。（１）に挙げた Can-Do 
Statement を細分化するという方法は、ある時点
における達成度をきめ細やかに見ることを可
能にするが、設定されている場面が幅広く多岐
にわたるものとなるため、学習者が自己評価を
するためのツールとしては使いづらいものと
なっている（国際交流基金, 2011 を参照）。今回
は、上記のような理由から（２）に基づく実践
を Sakata & Fukuda（2012）から紹介することと
する。 
 
3.2．「継続的自律学習自己評価ワークシー
ト」の概要 
まず、Sakata & Fukuda（2012）が作成した「継
続的自律学習自己評価ワークシート」（注 2）を
以下の表 2 に示す。 
 
表 2：継続的自律学習自己評価ワークシート 
評価項目 分類
1 実行可能で具体的な学習目標を設
定することができた 
認知
2 学習目標に対応した学習計画を立
案することができた 
3 立案した学習計画に基づき英語学
習を実施することができた 
行動4 予定や状況に応じて学習を柔軟に
展開することができた 
5 利用可能なリソースを活用し、英
語学習を行うことができた 
6 気持ちを切り替え、今の英語学習
に集中できた 
感情7 自分の中の小さな変化を評価する
ことができた 
8 英語学習への「やる気」を維持する
ことができた 
9 課題を見出し、次の学習計画に生
かすことができた 認知
10 自分の力で英語学習を行うことが
出来た。 総合
 
表 2 に示す評価用紙は、認知行動療法で重要
とされる認知・行動・感情という 3 つの要素に
基づき、学習者が継続的に自律外国語学習を実
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践するために有用と思われる項目を列挙した
ものであり、同療法を基に継続的自律外国語学
習を学習方略という視点から支援することを
目的に作成されたものである。 
認知行動療法に注目した理由としては、日本
人ビジネスマンの約 7 割以上が英語をはじめと
する外国語学習の必要性を感じながらも実際
に学習を継続できていない状況にあり（組織行
動研究所, 2012）、比較的時間にゆとりのある大
学生であっても殆ど外国語学習を行っていな
い（徳島大学, 2010）現状を考えれば、英語学習
の必要性は感じていても学習を先延ばしして
いる可能性はかなり高く（坂田 福田, 2013; 藤
田, 2012）、その先延ばしの原因となる不安や焦
り、抑鬱感情に対応するには、認知行動療法に
基づく指導・対応を行った方が適切であると考
えたからである。 
なお、認知・行動・感情という 3 要素に対応
する評価項目としては、（１）認知面：学習目標
の設定、学習計画の立案、学習の評価に関する
項目（項目 1、2、9）、（２）行動面：学習の実践
に関する項目（項目 3、4、5）、（３）感情面：不
安への対応ならびにやる気の維持に関する項
目（項目 6、7、8）を対応させており、最後に学
習における全体的な自律性の度合いをみるた
めに項目 10 を付け加えている。 
ここまで、Sakata & Fukuda（2012）が作成し
た「継続的自律学習自己評価ワークシート」の
概要について簡単に紹介したが、次項では、
Sakata & Fukuda（2012）で使用している「継続
的自律学習自己評価ワークシート」と Can-Do 
Statement を組み合わせた自己評価パッケージ
について説明を行うことにする。 
 
3.3．「継続的自律学習自己評価ワークシー
ト」を使った実践 
学習者が自らの力で継続的に外国語学習を
行っていく上で、自己評価は非常に重要な意味
を有している。当然のことながら、自己評価を
する際に学習者は自分自身と向き合うことに
なるわけであるが、この点において、Can-Do 
Statement は「諸刃の剣」のようなものであると
考えられる。Can-Do Statement は、これからの
学習の見通しや方向性を学習者に提示する点
では非常に効果があると考えられる一方で、次
のレベルに到達するための必要な能力やスキ
ルが明確に提示されるため、「自分にはできる
だろうか」、「自分にはできないと思う」といっ
た不安や諦めを助長する可能性も考えられる。
外国語学習に自信を無くしている学習者にと
っては、Can-Do Statement が示す「今はこのレ
ベルだけど、次のレベルに行けばそういうこと
ができるようになるよ」といった希望に満ちた
メッセージも、今後の外国語学習に対する不安
や諦めを助長する可能性が考えられるのであ
る。 
そこで、Sakata & Fukuda（2012）は、表 2 に
示す学習方略を中心とした評価と、Bensse が作
成した Can-Do Statement for Students（Benesse, 
2016）を併用しながら評価を行う自己評価パッ
ケージを紹介している。実際に Sakata & Fukuda
（2012）で学習者向けに実践している自己評価
パッケージでは、学期開始時、学期期間中、学
期末という 3 つの時期に分け、以下のような方
法で自己評価を行うように指導している。 
 
（１） 【学期開始時：目標設定】 
まず、学期のはじめに上記の Can-Do 
Statement for Students を用いて自らの英
語学習目標の設定をしてもらい、結果を
図 1 の実線のように記載してもらう。 
（２） 【学期期間中：学習方略に関する評価】 
表 2 に示す「継続的自律学習自己評価ワ
ークシート」を用いて、週ごとの学習の
経過・変化を評価してもらう（別添資料
3 参照）。 
（３） 【学期末：自己評価】 
同じ Can-Do Statement for Studentsを用い
て学期のはじめに設定した目標をどの
程度達成したかについて評価してもら
う。結果を図 1 の点線のように記載して
もらう。 
また、「継続的自律学習自己評価ワーク
シート」を用いて最終的に自らの学習方
略が学期開始時（Session 01）と学期末
（Session F）でどのように変化したかに
ついても評価してもらう。Session 01 の
結果を図 2 の実線のように、Session F の
結果を同図の点線のように記載しても
らう。 
これまでにも述べてきたように、Can-do 
Statement に基づく評価では、学習者があるレベ
ルのパフォーマンスができるようになる（また
は、「できた」と思えるようになる）までは評価
の上では進展がないが、学習方略を中心とした
評価では、学習者が気持ちを切り替えて、「よし、
これから毎日少しでも外国語の勉強をしよう」
と思えば、そしてそれに向けた準備や行動を行
えば、すぐにでも評価として表に現れてくるも
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のである。この点において、学習方略を中 
 
 
図 1：Can-Do Statement 学期前後結果 
 
 
図 2：学習方略学期前後結果 
 
心とした評価は学習者の変化に対し非常に反
応性が高いだけでなく、Can-Do Statement が苦
手とする学習者への当意即妙なフィードバッ
クを効果的に補完するものであると考えられ、
両者を用いることでより効果的な学習評価を
実現することができると思われるのである。こ
のような理由から、同実践では Can-Do 
Statement と学習方略を中心とした評価を組み
合わせ、自己評価パッケージとして学習者に提
示している。 
 
3.4．Can-Do Statement と学習方略に基づく自
己評価方法の指導例 
ここで、上記の自己評価パッケージを利用し
た指導実践例について紹介することにする。 
Sakata & Fukuda（2012）および Sakata & Fukuda
（2016）が行っている実践では、学習全体を「木」
に例えて具体的な自己評価方法を説明してお
り、Can-Do Statement によるパフォーマンス評
価を木の「葉や実」に対する評価として、そし
て学習方略を中心とした評価を木の「根」に対
する評価として捉えるように指導・助言してい
る（図 3 参照）。 
Can-Do Statement で確認できるものは、継続
的に展開してきた外国語学習の結果得ること
ができた言語スキルであり、いわゆる木のメタ
ファーで言うところの「葉や実」に相当する。
土に落ちた種が新芽を出し、幹や枝を伸ばし、
たくさんの葉や実を付けるには相当の時間が
必要であるのと同じように、学習者が学習の結
果を実感できるようになるまでには非常に長
い時間が必要となる。しかし、その長い時間の
中で成長に必要な養分をしっかりと吸収する
ための「根」を十分に張っておくことができな
ければ、学習の成果も一時的なものとなり、そ
の後の成長を期待することは難しいと考えら
れる。せっかく身についた「葉や実」が枯れて
しまう可能性もあるわけである。 
そのような可能性を避け、外国語能力をコン
スタントに伸ばすようにしていくためにも、継
続的外国語学習を下支えする学習方略（先の木
のメタファーで言うところの「根」）は非常に重
要である。その学習方略の経過・変化を「継続
的自律学習自己評価ワークシート」で定期的に
確認しながら学習を進めていくことにより、結
果として学習の結果である「葉と実」を継続的
にそして着実に身に着けることが可能になる
と考えられるのである。 
 
 
図 3：自己評価と「木」のメタファー 
 
ここで、学習方略（木の「根」）が学習結果（木
の「葉や実」）に影響を与えているのであれば、
同じように「学習結果も学習方略の形成に重要
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な影響を与えるのではないか？」と考えるのは
至極当然のことである。いくら継続的に学習を
積み重ねていても、長い期間学習の結果が実感
できないと、「このまま続けていいのだろうか」
と不安や疑心暗鬼に駆られてしまい、学習が停
滞してまったり、学習自体を続けていくことが
難しくなったりする可能性があり、その結果、
学習方略が十分に形成されない場合も考えら
れるからである。 
しかしながら、先にも述べたように、学習の
結果として語学能力が向上するには、かなりの
時間が必要になると考えられ、明日にでも学習
の結果を実感できることはあまり期待できな
い。事実、Sakata & Fukuda（2012）および Sakata 
& Fukuda（2016）が行っている実践でも、Can-
Do Statement（図 1）であまり変化が見られない
（＝スキル面での伸びが見られない）場合がか
なりあることから、外国語能力を自律学習で伸
ばしていくにはかなりの時間が必要であり、一
学期間程度の実践ではさほど大きな変化は期
待できない（また、期待する方がおかしい）の
かもしれない。 
その一方で、「継続的自律学習自己評価ワー
クシート」を用いた学習方略に関する自己評価
（図 2）に関しては、学期末に行った評価
（Session F：点線）が学期開始時に行った評価
（Session 01：実線）よりも、認知・行動・感情
のすべてにおいてはるかに上回っている場合
が多く見受けられ、継続的な外国語自律学習に
必要な学習方略に関しては、一学期間中の指導
であってもかなりの程度身についているもの
と考えられる。 
Sakata & Fukuda（2012）および Sakata & Fukuda
（2016）が行っている実践では、上記のような
「Can-Do Statement では変化が見られないが、
学習方略では大きな変化が見られる」という状
況が多くみられるが、これについて先の「木」
をモチーフにしたメタファーを基に解説を考
えてみると、例えば、以下のような解説・説明
が可能であると思われる。 
 
（１） 学習の基盤となる「根」（＝学習方略）は
十分に育ってきていると思われる 
（２） しかしながら、まだその「根」の成長が
「葉や実」（＝学習成果）にまで結びつい
ていない 
（３） 学習の成果である「葉や実」を身に着け
るためにも、時間をかけて、継続的に学
習を行う必要があるだろう 
 
一見したところ、最終的な解説・説明として
は非常にありきたりなものであり、あまり目を
引くものではないと思われるが、「継続的自律
学習自己評価ワークシート」ならびに Can-Do 
Statement を用いて学習方略と学習結果を可視
化し、「今現在やっていることが決して無駄で
はなく、学習方略という点で大きな成果を上げ
ているのだ」ということに気づかせる点では、
非常に大きな効果があると思われる。 
外国語学習の場合、誰もがすぐに学習の「葉
と実」を求めてしまうが、実際に学習の結果を
上げるためには相当な時間が必要であり、その
間に学習を諦めてしまう学習者は非常に多い。
先に述べた「学習の先延ばし」（坂田 福田, 2013; 
藤田, 2012）もその一つの原因なのかもしれな
いが、その原因となる不安や焦りに対処するた
めにも、スキル面に着目したパフォーマンス自
己評価だけでなく、学習方略という学習のプロ
セスを中心においた自己評価も取り入れ、より
きめ細やかな評価を可能とする自己評価パッ
ケージが今後とも重要な意味合いを持ってく
ると考えられる。 
 
８. おわりに 
本稿では、Sakata & Fukuda（2012）および
Sakata & Fukuda（2016）が実践している教室内
での継続的自律外国語学習支援を基に、不安傾
向の高い学習者や外国語学習に自信を無くし
ている学習者を含む多様な学習者が、自らの外
国語学習を自己評価し、学習を先に進めていけ
るような自己評価パッケージについて検討を
行った。 
今回は、自己評価パッケージに関する背景と
その内容を中心にまとめてみたが、今後は学習
者から収集したデータを基に、自己評価パッケ
ージの改善点について研究を進めていきたい
と考えている。これまでに収集した自己評価に
関する自由記述を見る限り、「日常的にコツコ
ツやる学習がとても大切なことに気付いた」、
「日頃の勉強方法を改善することが将来のス
キルアップにつながることが分かった」、「自分
の英語学習を高めるために、葉や実ばかりでな
く、しっかりとした根っこを作るようにしたい
と思います」などのポジティブな記述が多く書
かれており、今回提案した自己評価パッケージ
が学習者にとっては非常に大きな学びとなっ
たことが推察される。 
今後は、これまでに収集した自由記述や Can-
Do Statement、「継続的自律学習自己評価ワーク
シート」を通して得られたデータを基に、継続
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的自律外国語学習を下支えする自己評価の在
り方について検討を進めていきたいと考えて
いる。 
 
 
注： 
注1. エラスムス計画は 1987 年から開始され、2007 年か
ら 2013 年までは UE 生涯学習計画の主要事業として
位置づけられていた。2014 年以降は、エラスムス+
（プラス）として EU 圏内の学生交流を進める主要な
枠組みとして機能している。 
注2. 本編のテーマは自律外国語学習であるが、Sakata & 
Fukuda（2012）の実践が日本人学生を対象とした英語
教育であるため、評価用紙自体、英語学習に関する
ものとなっている。 
注3. Sakata & Fukuda（2012）および Sakata & Fukuda
（2016）の実践は、「継続的自律外国語学習を授業内
で支援する」ことを主眼としており、学習目標の設
定、時間管理の方法、学習内容と学習活動の構築、自
己評価と学習の立て直しなどの項目について学べる
ようになっている。 
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準 
1 級 
読む 聞く 話す 書く 
社会性の高い分野
の文章を理解する
ことができる。 
 
 
 英文の種類や読
む目的に応じ
て、適切に読み
こなすことがで
きる。（新聞をさ
っと読む、評論
文を注意深く読
む、小説を楽し
みながら読むな
ど） 
 英字新聞で社会
的な出来事に関
する記事を理解
することができ
る。（The Japan 
Times / The Daily 
Yomiuri / The 
New York Times 
など） 
 まとまった量の
英文の要点を理
解することがで
きる。（講義や研
修での課題図書
や資料など） 
 仕事に関する手
紙（E メール）
を理解すること
ができる。（会議
日程、取引内容
など） 
 商品の取扱説明
書を理解するこ
とができる。（電
化製品など） 
 
社会性の高い内容を
理解することができ
る。 
 
 
 興味・関心のある
話題に関するまと
まりのある話を理
解することができ
る。（講演、講義な
ど） 
 テレビやラジオの
ニュース番組を聞
いて、その要点を
理解することがで
きる。 
 観光地や博物館な
どでガイドの説明
を理解することが
できる。 
 公共の施設や学校
などで、簡単な指
示や説明を聞い
て、理解すること
ができる。（施設の
使用上の注意、会
員カードの使い方
など） 
 交通機関における
指示や連絡事項を
聞いて、理解する
ことができる。（乗
り換え方法、乗り
物の遅れについて
のアナウンスな
ど） 
 自分の仕事や専門
分野の内容であれ
ば、電話で注文や
問い合わせを聞い
て、理解すること
ができる。 
 
社会性の高い話題に
ついて、説明したり、
自分の意見を述べた
りすることができる。 
 
 調べたことについ
て、まとまりのあ
る話をすることが
できる。（課題の発
表、仕事のプレゼ
ンテーションな
ど） 
 自分の仕事や専門
分野に関する講義
や発表などを聞い
て、それについて
質問したり自分の
考えを述べたりす
ることができる。 
 商品やサービスに
ついて、苦情を言
うことができる。
（商品の故障、サ
ービスの内容な
ど） 
 公共の施設で簡単
な用を足すことが
できる。（郵便局で
手紙を出す、図書
館で本を借りるな
ど） 
 病院などで健康状
態を伝えることが
できる。 
 簡単な内容であれ
ば、電話で用を足
すことができる。
（歯医者や美容院
の予約など） 
 読んだ本や見た映
画について、その
あらすじを述べる
ことができる。 
 
 
 
 
 
 
日常生活の話題や社
会性のある話題につ
いてまとまりのある
文章を書くことがで
きる。 
 
 興味・関心のある
ことについて、説
明する文章を書く
ことができる。（簡
単なレシピ、器具
の使い方など） 
 興味・関心のある
話題について、聞
いたり読んだりし
た内容の要約を書
くことができる。
（講義の内容、雑
誌や新聞の記事な
ど） 
 日常生活の身近な
話題について、自
分の考えや意見を
書くことができ
る。（「食事と健
康」など） 
 日本の文化につい
て紹介する簡単な
文章を書くことが
できる。（食べ物、
祝日、お祭りな
ど） 
 自分がやりたいと
思っていることの
説明や理由を書く
ことができる。（留
学や入社の志望動
機など） 
 自分の仕事や専門
分野の内容であれ
ば、注文や問い合
わせに対して簡単
な返事を書くこと
ができる。 
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別紙資料 1：英検 Can-Do Statement（日本英語検定協会, 2006） 
 
1 級 
読む 聞く 話す 書く 
社会性の高い幅広
い分野の文章を理
解することができ
る。 
 
 雑誌の社会的、
経済的、文化的
な記事を理解す
ることができ
る。（TIME / 
Newsweek な
ど） 
 文学作品を理解
することができ
る。（小説など） 
 資料や年鑑など
を読んで、必要
な情報を得るこ
とができる。（報
告書、統計的な
資料など） 
 留学や海外滞在
などの手続きに
必要な書類を理
解することがで
きる。 
 
社会性の高い幅広い
内容を理解すること
ができる。 
 
 
 幅広い話題に関す
るまとまりのある
話を理解すること
ができる。（一般教
養的な講演や講義
など） 
 社会的な話題に関
する話を理解する
ことができる。（環
境問題に関する講
演など） 
 会議に参加して、
その内容を理解す
ることができる。
（イベントの打合
せ、会社のミーテ
ィングなど） 
 テレビやラジオの
政治・経済的なニ
ュースを理解する
ことができる。 
 いろいろな種類の
ドラマや映画の内
容を理解すること
ができる。 
 
社会性の高い幅広い
話題についてやりと
りをすることができ
る。 
 
 社会的な話題や時
事問題について、
質問したり自分の
考えを述べたりす
ることができる。 
 会議に参加してや
りとりをすること
ができる。（イベン
トの打合せ、会社
のミーティングな
ど） 
 幅広い内容につい
て、電話で交渉す
ることができる。
（予定の変更、値
段の交渉など） 
 相手や状況に応じ
て、丁寧な表現や
くだけた表現を使
い分けることがで
きる。 
 
社会性の高い話題に
ついてまとまりのあ
る文章を書くことが
できる。 
 
 社会的な話題につ
いて自分の意見を
まとまりのある文
章で書くことがで
きる。（環境問題に
関してなど） 
 自分の仕事や調査
について、まとま
りのある文章を書
くことができる。
（レポート、報告
書、仕事のマニュ
アルなど） 
 商品やサービスに
ついて、苦情を申
し立てる文章を書
くことができる。
（商品の故障、サ
ービスの内容な
ど） 
 社会的な話題に関
する雑誌記事や新
聞記事の要約を書
くことができる。
（社説や論文な
ど） 
 講義や会議の要点
のメモをとること
ができる。 
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準 
1 級 
読む 聞く 話す 書く 
社会性の高い分野
の文章を理解する
ことができる。 
 
 
 英文の種類や読
む目的に応じ
て、適切に読み
こなすことがで
きる。（新聞をさ
っと読む、評論
文を注意深く読
む、小説を楽し
みながら読むな
ど） 
 英字新聞で社会
的な出来事に関
する記事を理解
することができ
る。（The Japan 
Times / The Daily 
Yomiuri / The 
New York Times 
など） 
 まとまった量の
英文の要点を理
解することがで
きる。（講義や研
修での課題図書
や資料など） 
 仕事に関する手
紙（E メール）
を理解すること
ができる。（会議
日程、取引内容
など） 
 商品の取扱説明
書を理解するこ
とができる。（電
化製品など） 
 
社会性の高い内容を
理解することができ
る。 
 
 
 興味・関心のある
話題に関するまと
まりのある話を理
解することができ
る。（講演、講義な
ど） 
 テレビやラジオの
ニュース番組を聞
いて、その要点を
理解することがで
きる。 
 観光地や博物館な
どでガイドの説明
を理解することが
できる。 
 公共の施設や学校
などで、簡単な指
示や説明を聞い
て、理解すること
ができる。（施設の
使用上の注意、会
員カードの使い方
など） 
 交通機関における
指示や連絡事項を
聞いて、理解する
ことができる。（乗
り換え方法、乗り
物の遅れについて
のアナウンスな
ど） 
 自分の仕事や専門
分野の内容であれ
ば、電話で注文や
問い合わせを聞い
て、理解すること
ができる。 
 
社会性の高い話題に
ついて、説明したり、
自分の意見を述べた
りすることができる。 
 
 調べたことについ
て、まとまりのあ
る話をすることが
できる。（課題の発
表、仕事のプレゼ
ンテーションな
ど） 
 自分の仕事や専門
分野に関する講義
や発表などを聞い
て、それについて
質問したり自分の
考えを述べたりす
ることができる。 
 商品やサービスに
ついて、苦情を言
うことができる。
（商品の故障、サ
ービスの内容な
ど） 
 公共の施設で簡単
な用を足すことが
できる。（郵便局で
手紙を出す、図書
館で本を借りるな
ど） 
 病院などで健康状
態を伝えることが
できる。 
 簡単な内容であれ
ば、電話で用を足
すことができる。
（歯医者や美容院
の予約など） 
 読んだ本や見た映
画について、その
あらすじを述べる
ことができる。 
 
 
 
 
 
 
日常生活の話題や社
会性のある話題につ
いてまとまりのある
文章を書くことがで
きる。 
 
 興味・関心のある
ことについて、説
明する文章を書く
ことができる。（簡
単なレシピ、器具
の使い方など） 
 興味・関心のある
話題について、聞
いたり読んだりし
た内容の要約を書
くことができる。
（講義の内容、雑
誌や新聞の記事な
ど） 
 日常生活の身近な
話題について、自
分の考えや意見を
書くことができ
る。（「食事と健
康」など） 
 日本の文化につい
て紹介する簡単な
文章を書くことが
できる。（食べ物、
祝日、お祭りな
ど） 
 自分がやりたいと
思っていることの
説明や理由を書く
ことができる。（留
学や入社の志望動
機など） 
 自分の仕事や専門
分野の内容であれ
ば、注文や問い合
わせに対して簡単
な返事を書くこと
ができる。 
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準 
2 級 
読む 聞く 話す 書く 
簡単な説明文を理
解したり、図や表
から情報を得るこ
とができる。 
 
 
 簡単な説明文を
理解することが
できる。（外国の
生活や文化を紹
介する教材な
ど） 
 公共の施設など
にあるお知らせ
や注意事項を理
解することがで
きる。（会場使用
上の注意など） 
 簡単に描かれた
図や表から、必
要な情報を得る
ことができる。
（いろいろな調
査の結果のグラ
フなど） 
 時刻表を見て、
目的地や到着時
刻などの情報を
得ることができ
る。 
 
日常生活での話題や
簡単な説明・指示を
理解することができ
る。 
 
 
 
 興味・関心のある
話題に関する話を
理解することがで
きる。（趣味に関す
ること、好きな音
楽やスポーツのこ
となど） 
 日常生活の身近な
話題に関する簡単
な話を聞いて、そ
の内容を理解する
ことができる。（学
校、クラブ活動、
週末の話など） 
 授業や研修で先生
の指示を理解する
ことができる。（例: 
Answer the question 
on page 27. / Give 
some examples 
of ....） 
 簡単なアナウンス
を聞いて、理解す
ることができる。
（集合場所、乗り
物の出発や到着時
刻など） 
 簡単な道案内を聞
いて、理解するこ
とができる。（例: 
Go straight and turn 
left at the next 
corner.） 
 簡単な内容であれ
ば、電話で相手の
話を理解すること
ができる。（日時の
約束、短い伝言な
ど） 
 
 
 
日常生活で簡単な用
を足したり、興味・
関心のあることにつ
いて自分の考えを述
べることができる。 
 
 興味・関心のある
ことについて、自
分の考えを述べる
ことができる。（好
きなスポーツ、趣
味に関することな
ど） 
 自分の将来の夢や
希望について、話
すことができる。
（訪れたい国、や
りたい仕事など） 
 自分の気持ちを表
現することができ
る。（うれしい、悲
しい、さびしいな
ど） 
 簡単な約束をする
ことができる。（会
う場所や時間な
ど） 
 ファーストフー
ド・レストランで
メニューを見なが
ら注文をすること
ができる。（食べ
物、飲み物、サイ
ズなど） 
 電話で簡単な表現
や決まり文句を使
って応答をするこ
とができる。（例: 
Please wait a 
moment. / Hold on. / 
Speaking.） 
 
興味・関心のあるこ
とについて簡単な文
章を書くことができ
る。 
 
 
 
 自分の将来の夢や
希望について、書
くことができる。
（訪れたい国、や
りたい仕事など） 
 自分のお気に入り
のもの、身近なも
のを紹介する簡単
な文章を書くこと
ができる。（自分の
ペット、好きな本
など） 
 短い手紙（E メー
ル）を書くことが
できる。（友達やペ
ンフレンドへの簡
単な手紙など） 
 簡単なお知らせを
書くことができ
る。（パーティーの
日時や場所、文化
祭の日程など） 
 簡単な予定を手帳
やカレンダーなど
に書き込むことが
できる。（例: Meet 
Yoko at the station at 
ten / Go shopping 
with Jill） 
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2 級 
読む 聞く 話す 書く 
まとまりのある説
明 文 を 理 解 し た
り、実用的な文章
から必要な情報を
得 る こ と が で き
る。 
 
 一般向けに書か
れた説明的な文
章を理解するこ
とができる。（旅
行者向けのガイ
ドブックなど） 
 実用的な文章を
理解することが
できる。（料理の
レシピ、ガーデ
ニングなど） 
 日本語の注や説
明がついた英字
新聞で、興味・
関心のある話題
に関する記事を
理解することが
できる。（週刊
ST/ Asahi 
WEEKLY など） 
 簡単な内容であ
れば、まとまっ
た量の英文の要
点を理解するこ
とができる。（講
義や研修での課
題図書や資料な
ど） 
 簡単なチラシや
パンフレットを
理解することが
できる。（商品の
値段、セールの
情報など） 
  1 つのパラグラ
フ（段落）にお
いて、主題文
（段落の主題を
伝える文）と支
持文（主題文を
支える例など）
の区別をするこ
とができる。 
日常生活での情報・説
明を聞き取ったり、ま
とまりのある内容を
理解することができ
る。 
 
 
 日常生活の身近な
話を理解すること
ができる。（セール
の情報、地域のイ
ベントなど） 
 簡単な内容であれ
ば、英語で行われ
る授業や研修を理
解することができ
る。（外国の文化や
生活の紹介など） 
 公共の場でのアナ
ウンスを聞いて、
重要なポイントを
理解することがで
きる。（人の呼び出
しなどの館内放
送、イベントでの
注意事項など） 
 買い物で店員から
の簡単な説明を聞
いて、理解するこ
とができる。（サイ
ズ、割引、品切れ
など） 
 相手の学校（会
社）について、簡
単な紹介や説明を
聞いて、理解する
ことができる。（場
所、人数、特徴な
ど） 
 天気予報を聞い
て、その内容を理
解することができ
る。（晴れのち曇
り、気温の高低な
ど） 
 
日常生活での出来事
について説明したり、
用件を伝えたりする
ことができる。 
 
 
 日常生活の身近な
状況を説明するこ
とができる。（遅刻
や欠席の理由な
ど） 
 印象に残った出来
事について、話す
ことができる。（旅
行、イベントな
ど） 
 自分の学校（会
社）について、簡
単な紹介をするこ
とができる。（場
所、人数、特徴な
ど） 
 簡単な道案内をす
ることができる。
（例: Go straight and 
turn left at the next 
corner.） 
 買い物で店員に欲
しいものや好みを
伝えたり、簡単な
質問をすることが
できる。（色、サイ
ズ、値段など） 
 簡単な伝言をする
ことができる。（例: 
Tell Jane to call me 
back. / Tell John I 
can’t go to the 
meeting today.） 
 
日常生活での話題に
ついてある程度まと
まりのある文章を書
くことができる。 
 
 
 印象に残った出来
事について、その
内容を伝える文章
を書くことができ
る。（学校行事、旅
行など） 
 自分の学校（会
社）を紹介する簡
単な文章を書くこ
とができる。 
 住んでいる地域を
紹介する簡単な文
章を書くことがで
きる。 
 自分が読んだ本や
見た映画につい
て、自分の感想を
書くことができ
る。 
 ある程度の長さの
手紙（E メール）を
書くことができ
る。（ホームステイ
先や友達への近況
報告など） 
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準 
2 級 
読む 聞く 話す 書く 
簡単な説明文を理
解したり、図や表
から情報を得るこ
とができる。 
 
 
 簡単な説明文を
理解することが
できる。（外国の
生活や文化を紹
介する教材な
ど） 
 公共の施設など
にあるお知らせ
や注意事項を理
解することがで
きる。（会場使用
上の注意など） 
 簡単に描かれた
図や表から、必
要な情報を得る
ことができる。
（いろいろな調
査の結果のグラ
フなど） 
 時刻表を見て、
目的地や到着時
刻などの情報を
得ることができ
る。 
 
日常生活での話題や
簡単な説明・指示を
理解することができ
る。 
 
 
 
 興味・関心のある
話題に関する話を
理解することがで
きる。（趣味に関す
ること、好きな音
楽やスポーツのこ
となど） 
 日常生活の身近な
話題に関する簡単
な話を聞いて、そ
の内容を理解する
ことができる。（学
校、クラブ活動、
週末の話など） 
 授業や研修で先生
の指示を理解する
ことができる。（例: 
Answer the question 
on page 27. / Give 
some examples 
of ....） 
 簡単なアナウンス
を聞いて、理解す
ることができる。
（集合場所、乗り
物の出発や到着時
刻など） 
 簡単な道案内を聞
いて、理解するこ
とができる。（例: 
Go straight and turn 
left at the next 
corner.） 
 簡単な内容であれ
ば、電話で相手の
話を理解すること
ができる。（日時の
約束、短い伝言な
ど） 
 
 
 
日常生活で簡単な用
を足したり、興味・
関心のあることにつ
いて自分の考えを述
べることができる。 
 
 興味・関心のある
ことについて、自
分の考えを述べる
ことができる。（好
きなスポーツ、趣
味に関することな
ど） 
 自分の将来の夢や
希望について、話
すことができる。
（訪れたい国、や
りたい仕事など） 
 自分の気持ちを表
現することができ
る。（うれしい、悲
しい、さびしいな
ど） 
 簡単な約束をする
ことができる。（会
う場所や時間な
ど） 
 ファーストフー
ド・レストランで
メニューを見なが
ら注文をすること
ができる。（食べ
物、飲み物、サイ
ズなど） 
 電話で簡単な表現
や決まり文句を使
って応答をするこ
とができる。（例: 
Please wait a 
moment. / Hold on. / 
Speaking.） 
 
興味・関心のあるこ
とについて簡単な文
章を書くことができ
る。 
 
 
 
 自分の将来の夢や
希望について、書
くことができる。
（訪れたい国、や
りたい仕事など） 
 自分のお気に入り
のもの、身近なも
のを紹介する簡単
な文章を書くこと
ができる。（自分の
ペット、好きな本
など） 
 短い手紙（E メー
ル）を書くことが
できる。（友達やペ
ンフレンドへの簡
単な手紙など） 
 簡単なお知らせを
書くことができ
る。（パーティーの
日時や場所、文化
祭の日程など） 
 簡単な予定を手帳
やカレンダーなど
に書き込むことが
できる。（例: Meet 
Yoko at the station at 
ten / Go shopping 
with Jill） 
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4 級 
読む 聞く 話す 書く 
簡 単 な 文 章 や 表
示・掲示を理解す
ることができる。 
 
 短い手紙（E メ
ール）を理解す
ることができ
る。（家族の紹
介、旅行の思い
出など） 
 イラストや写真
のついた簡単な
物語を理解する
ことができる。
（子供向けの絵
本など） 
 日常生活の身近
なことを表す文
を理解すること
ができる。（例: 
Ken went to the 
park and played 
soccer with his 
friends.） 
 公共の施設など
にある簡単な表
示・掲示を理解
することができ
る。（例: No 
Smoking / Closed / 
No Dogs） 
 簡単な英語のメ
ニューを理解す
ることができ
る。（ファースト
フード・レスト
ランにあるメニ
ューなど） 
 パーティーなど
の招待状の内容
を理解すること
ができる。（日
時、場所など） 
 
 
 
 
 
 
簡単な文や指示を理
解することができる。
 
 
 簡単な自己紹介を
聞いて、その内容
を理解することが
できる。（名前、住
んでいるところ、
家族など） 
 簡単な文を聞い
て、その内容を理
解することができ
る。（例: I like dogs, 
but she likes cats.） 
 簡単な指示を聞い
て、その意味を理
解することができ
る。（例: Open your 
textbook. / Close the 
door, please.） 
 人や物の位置を聞
いて、理解するこ
とができる。（例: 
The book is on the 
TV. ） 
 
簡単な文を使って話
したり、質問をするこ
とができる。 
 
 簡単な自己紹介を
することができ
る。（名前、住んで
いるところ、家族
など） 
 簡単な質問をする
ことができる。（時
刻、好きなもの、
相手の名前など） 
 相手の言うことが
わからないとき
に、聞き返すこと
ができる。（例: 
Pardon? / Could you 
speak more slowly?） 
 日付や曜日を言う
ことができる。 
 
簡単な文やメモを書
くことができる。 
 
 
 短い文であれば、
英語の語順で書く
ことができる。（例: 
I went to the park 
yesterday.） 
 語句を並べて短い
メモを書くことが
できる。（例: 
birthday party at 6 
p.m.） 
 文と文を接続詞
（and / but / so / 
when / because な
ど）でつなげて書
くことができる。 
 日付や曜日を書く
ことができる。 
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3 級 
読む 聞く 話す 書く 
簡単な物語や身近
なことに関する文
章を理解すること
ができる。 
 
 
 興味・関心のあ
る話題に関する
簡単な文章を理
解することがで
きる。 
 日常生活の身近
な話題について
の文章を理解す
ることができ
る。（スポーツ、
音楽など） 
 短くて簡単な物
語を理解するこ
とができる。（簡
単な伝記や童話
など） 
 日本語の注や説
明がついた簡単
な読み物を理解
することができ
る。（学校の課題
図書、学習者向
けの物語など） 
 簡単に書かれた
英語の地図を見
て、通りや店、
病院などを探す
ことができる。 
 
ゆっくり話されれば、
身近なことに関する
話や指示を理解する
ことができる。 
 
 
 ゆっくり（または
繰り返して）話さ
れれば、興味・関
心のある話題に関
する話を理解する
ことができる。（趣
味に関すること、
好きな音楽やスポ
ーツのことなど） 
 ゆっくり（または
繰り返して）話さ
れれば、日常生活
の身近な話題に関
する簡単な話を聞
いて、その内容を
理解することがで
きる。（学校、クラ
ブ活動、週末の話
など） 
 ゆっくり（または
繰り返して）話さ
れれば、簡単なア
ナウンスを聞い
て、理解すること
ができる。（集合場
所、乗り物の出発
や到着時刻など） 
 ゆっくり（または
繰り返して）話さ
れれば、簡単な道
案内を聞いて、理
解することができ
る。（例: Go straight 
and turn left at the 
next corner.） 
 よく使われる表現
であれば、単語が
つながって発音さ
れても、その意味
を理解することが
できる。（Come in. 
が「カミン」、
Don’t you? が「ド
ンチュー」のよう
に聞こえるなど） 
身近なことについて
簡単なやりとりをし
たり、自分のことにつ
いて述べることがで
きる。 
 
 自分の好きなこと
について、短い話
をすることができ
る。（趣味、クラブ
活動など） 
 物ごとの「好き」
「嫌い」とその理
由を簡単に述べる
ことができる。（動
物、食べ物、スポ
ーツなど） 
 日常生活の行動に
ついて言うことが
できる。（例: I got 
up at seven. / I ate 
some bread for 
breakfast.） 
 自分の予定を簡単
に言うことができ
る。（例: I’m going 
to meet my friends.） 
 簡単な頼みごとを
することができ
る。（例: Can you 
open the window, 
please?） 
 身近なことで相手
を誘うことができ
る。（例: Let’s go 
to a movie tonight.） 
 簡単な相づちを打
つことができる。
（例: I see. / 
Really?） 
 
自分のことについて
簡単な文章を書くこ
とができる。 
 
 
 
 簡単な自己紹介の
文章を書くことが
できる。（名前、住
んでいるところ、
家族など） 
 自分の趣味につい
て、書くことがで
きる。 
 物ごとの「好き」
「嫌い」とその理
由を書くことがで
きる。（食べ物、ス
ポーツ、音楽な
ど） 
 短い日記を書くこ
とができる。（1 文
から 3 文程度） 
 簡単なカードやは
がきを書くことが
できる。（誕生日カ
ード、旅行先から
の絵はがきなど） 
 短い伝言を書くこ
とができる。（例: 
Ken called at 3 
p.m.） 
 
− 28−
29 
 
4 級 
読む 聞く 話す 書く 
簡 単 な 文 章 や 表
示・掲示を理解す
ることができる。 
 
 短い手紙（E メ
ール）を理解す
ることができ
る。（家族の紹
介、旅行の思い
出など） 
 イラストや写真
のついた簡単な
物語を理解する
ことができる。
（子供向けの絵
本など） 
 日常生活の身近
なことを表す文
を理解すること
ができる。（例: 
Ken went to the 
park and played 
soccer with his 
friends.） 
 公共の施設など
にある簡単な表
示・掲示を理解
することができ
る。（例: No 
Smoking / Closed / 
No Dogs） 
 簡単な英語のメ
ニューを理解す
ることができ
る。（ファースト
フード・レスト
ランにあるメニ
ューなど） 
 パーティーなど
の招待状の内容
を理解すること
ができる。（日
時、場所など） 
 
 
 
 
 
 
簡単な文や指示を理
解することができる。
 
 
 簡単な自己紹介を
聞いて、その内容
を理解することが
できる。（名前、住
んでいるところ、
家族など） 
 簡単な文を聞い
て、その内容を理
解することができ
る。（例: I like dogs, 
but she likes cats.） 
 簡単な指示を聞い
て、その意味を理
解することができ
る。（例: Open your 
textbook. / Close the 
door, please.） 
 人や物の位置を聞
いて、理解するこ
とができる。（例: 
The book is on the 
TV. ） 
 
簡単な文を使って話
したり、質問をするこ
とができる。 
 
 簡単な自己紹介を
することができ
る。（名前、住んで
いるところ、家族
など） 
 簡単な質問をする
ことができる。（時
刻、好きなもの、
相手の名前など） 
 相手の言うことが
わからないとき
に、聞き返すこと
ができる。（例: 
Pardon? / Could you 
speak more slowly?） 
 日付や曜日を言う
ことができる。 
 
簡単な文やメモを書
くことができる。 
 
 
 短い文であれば、
英語の語順で書く
ことができる。（例: 
I went to the park 
yesterday.） 
 語句を並べて短い
メモを書くことが
できる。（例: 
birthday party at 6 
p.m.） 
 文と文を接続詞
（and / but / so / 
when / because な
ど）でつなげて書
くことができる。 
 日付や曜日を書く
ことができる。 
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4 級 
読む 聞く 話す 書く 
アルファベットや
符号がわかり、初
歩的な語句や文を
理解することがで
きる。 
 
 アルファベット
（A ～ Z）を読
むことができ
る。 
 アルファベット
の大文字・小文
字がわかる。（A 
と a / F と f な
ど） 
 ピリオド
（ . ）、疑問符
（ ? ）、コンマ
（ , ）、引用符
（“ ” ）、感嘆
符（ ! ）を理解
することができ
る。 
 日常生活の身近
な単語を理解す
ることができ
る。（例: dog / eat 
/ happy） 
 日常生活の身近
なことを表す簡
単な文を理解す
ることができ
る。（例: I play 
tennis every 
day.） 
 
初歩的な語句や定型
表現を理解すること
ができる。 
 
 
 
 アルファベット（A 
～ Z）を聞いて、
どの文字かを理解
することができ
る。（人の名前のつ
づりなど） 
 日常生活の身近な
単語を聞いて、そ
の意味を理解する
ことができる。（例: 
dog / eat / happy） 
 日付や曜日を聞き
取ることができ
る。 
 日常生活の身近な
数字を聞き取るこ
とができる。（電話
番号、時間、年齢
など） 
 日常的なあいさつ
を理解することが
できる。（例: How 
are you? / Nice to 
meet you.） 
 
初歩的な語句や定型
表現を使うことがで
きる。 
 
 
 
 アルファベット（A 
～ Z）を発音する
ことができる。 
 日常生活の身近な
単語を発音するこ
とができる。（例: 
dog / eat / happy） 
 日常生活の身近な
数字を言うことが
できる。（電話番
号、時間など） 
 簡単なあいさつを
かわすことができ
る。（例: Good 
morning. / Good 
night.） 
 あやまったり、お
礼を言ったりする
ことができる。（例: 
I’m sorry. / Thank 
you.） 
 日常生活の身近な
話題について、Yes / 
No で答える質問に
応答することがで
きる。（「好き」「嫌
い」など） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アルファベット・符号
や初歩的な単語を書
くことができる。 
 
 
 
 アルファベットを
活字体（教科書や
本などの字体）で
書くことができ
る。（ABC・・・
XYZ） 
 アルファベットの
大文字・小文字や
符号を適切に使う
ことができる。
（A/a,?,! など） 
 自分の名前を書く
ことができる。 
 ・日常生活の身近
な単語を書くこと
ができる。（例: dog 
/ eat / happy） 
 数字を英語で書く
ことができる。（例: 
five / eleven） 
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別添資料 2：GTEC Can-Do Statement（Sakata, H., & Fukuda, S. T., 2016） 
 
リスニング 今期の目標 達成した項目 
（７）海外で放送されているラジオやテレビの英語のニュース
全般を聞いて、どのような内容か大筋を理解できる。 
  
（６）日本で放送されているラジオやテレビの英語のニュース
全般を聞いて、どのような内容か大筋を理解できる。 
  
（５）英語のネイティブ・スピーカーがはっきりとした発音で
話をすれば、おおよその内容を理解できる。 
  
（４）英語のネイティブ・スピーカーがスピードやポーズなど
にある程度配慮して話をすれば、おおよその内容を理解
できる。 
  
（３）英語のネイティブ・スピーカーがスピードやポーズなど
にかなり配慮して話をすれば、おおよその内容を理解で
きる。 
  
（２）英語で電話番号を聞いたり、お店で値段を聞いたり、ゆ
っくり簡単な英語で話してもらえば近くの場所までの
道順を、ほぼ理解できる。 
  
（１）Where do you live? など、聞き慣れた簡単な質問や、曜日
や月、時間を聞いて、理解できる。 
  
   
リーディング 今期の目標 達成した項目 
（７）英語母語話者向けのテキスト（小説やインターネットの
ホームページなど）を読んで、辞書なしでも内容をほぼ
理解できる。 
  
（６）語句に注釈などのない日本の英字新聞（Japan Timesや
Daily Yomiuriなど）で、興味のある記事は、辞書を使い
ながら読めば大体は理解できる。 
  
（５）語句に日本語の注釈がついた英語学習者向けの英字新聞
（週刊STやAsahi Weeklyなど）で、興味のある記事は、辞
書を使いながら読めば大体は理解できる。 
  
（４）外国語学習者向けに易しい英語で書かれた物語を、内容
の重要な点を理解しながら、そのつながりを理解でき
る。 
  
（３）外国語学習者向けに易しい英語で書かれた物語の大まか
な流れを理解できる。 
  
（２）個人的な短い手紙やEメールの英語のメッセージを、辞
書を使いながら読めば何とか理解できる。 
  
（１）看板や表示に書かれた英語（ExitやStop!など）や写真付
きのファーストフード店のメニューならば理解できる。 
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スピーキング 今期の目標 達成した項目 
（７）国際政治や社会問題など、世界のニュースで取り上げら
れるような話題に関するスピーチを英語で行い、質問に
も英語で答えることができる。 
  
（６）日本の国内ニュースで取り上げられる社会問題などに関
するスピーチを英語で行い、質問にも英語で答えること
ができる。 
  
（５）政治や社会問題など、国内外のニュースで取り上げられ
るような話題に関するスピーチを英語ですることがで
きる。 
  
（４）アルバイトをすることに対して賛成か反対かを述べるな
ど、身近な社会的な話題に関するスピーチを英語で行
い、質問にも英語で答えることができる。 
  
（３）学校や身の回りの話題に関する自分の考えを英語で言う
ことができる。 
  
（２）自分の大切にしているものなどについて、英語で短い簡
単な説明をすることができる。 
  
（１）自分のことについて名前や年齢、学年、誕生日、出身地
などを英語で言うことができる。 
  
   
ライティング 今期の目標 達成した項目 
（７）国際政治や社会問題など、世界のニュースで取り上げら
れるような話題についての発表や討論を聞いて、その内
容をまとめ、自分の意見を書くことができる。 
  
（６）国際政治や社会問題など、世界のニュースで取り上げら
れるような話題について、読み手を意識して自分の考
え・意見・提案などを書くことができる。 
  
（５）自分の興味のある話題やものに対して、意見や感想を発
信することができる。 
  
（４）英語の手紙や電子メールなどで、ある程度まとまった内
容を、それほど辞書を引かなくても書くことができる。 
  
（３）英語の手紙や電子メールなどを、辞書を引きながらであ
れば、書くことができる。 
  
（２）２～３文程度の短い簡単な内容の英語の日記や、絵はが
きやカードに簡単な英語のメッセージを書くことがで
きる。 
  
（１）自分の名前や住んでいる場所などの内容を含む、簡単な
自己紹介文を書くことができる。 
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別添資料 3：「継続的自律学習自己評価ワークシート」週間評価用紙 
（Sakata, H., & Fukuda, S. T., 2016） 
 
できなかった 少しはできた ある程度できた かなり出来た 十分できた 
1 2 3 4 5 
 
Sessions 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 F
DATE / / / / / / / / / / / / / / / /
1. 実行可能で具体的な学習目標
を設定することができた 
                
2. 学習目標に対応した学習計画
を立案することができた 
                
3. 立案した学習計画に基づき英
語学習を実施することができた
                
4. 予定や状況に応じて学習を柔
軟に展開することができた 
                
5. 利用可能なリソースを活用し、
英語学習を行うことができた 
                
6. 気持ちを切り替え、今の英語学
習に集中できた 
                
7. 自分の中の小さな変化を評価
することができた 
                
8.. 英語学習への「やる気」を維持
することができた 
                
9. 課題を見出し、次の学習計画
に生かすことができた 
                
10. 自分の力で英語学習を行うこと
が出来た。 
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